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要 約

一大規模農場においてマイコプラズマ（Mp）乳房炎の防除を目的に初産牛分娩後の乳汁Mpモニタリング検

査を実施した。その結果、早期にMp陽性牛を摘発できたが、本病のまん延は阻止できなかった。そのため、

Mp陽性牛群を最後に搾乳すること、搾乳後のライナー洗浄などの対策を講じたところ、約３カ月間で本病は終

息した。その後、初産牛だけでなくバルク乳、乳房炎罹患牛の継続的モニタリングを実施した。その結果、乳

房炎の検体からMpが分離できたが、分離後１週間で感染は拡大した。直ちに搾乳立会を実施したところ、自

動乳頭清拭装置の使用方法とメンテナンスの問題点を検出し、これらを改善することにより本病を沈静化でき

た。以上の成績から、Mp乳房炎の防除対策として継続的なMpモニタリングとともに搾乳作業の適切化が重要

であると考えられた。
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伝染性が強い牛のマイコプラズマ（Mp）乳房炎は、

酪農経営に甚大な経済的損失を与える疾病であり、特に

大規模農場を中心に発生が増加している［１］。発生時の

基本的な対策方法には�陽性牛の早期発見と隔離、�陽

性牛の淘汰、治療、�搾乳衛生の改善などがある［１］。

近年は、Mp乳房炎の発生件数の増加に伴い、獣医師の

防除に関する認識や危機感が高くなり、早期に清浄化が

達成される事例も報告されている。しかし、さまざまな

事情で問題が長期化し、対策が遅滞する農場も存在する。

今回、早期に初発のMp陽性牛を摘発したにも関わら

ず、搾乳手技や搾乳衛生の不備が原因で被害が拡大した

農場に遭遇した。本報告では、当該農場に対して実施し

た防除対策および継続的モニタリング調査の結果につい

て報告する。

材料と方法

１．Mp乳房炎発生農場の概要

当該農場は２０１１年４月から４戸の酪農場が共同で法人

化し、規模拡大を進めた。同年６月にフリーストール牛

舎（４０ポイントロータリーパーラー設置）が完成し、４

戸の搾乳牛を搬入させた。当初の搾乳頭数は約３００頭で

あったが、２０１１年６月に約１００頭、２０１２年３月にも約１００

頭の初妊牛を導入し、２０１２年８月には４００頭搾乳となっ

た。

２０１１年４月に、共同法人化予定の１戸の農場において、

分娩後の初産牛１頭が乳房炎を発症し、乳汁からMpを

確認した。Mp陽性個体はこの１頭のみで、他牛に発症

は認めなかった。しかし、導入した初産牛が次々に分娩
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することから、それ以降、Mp乳房炎が多発する可能性

は高いと判断し、畜主と分娩初産牛のMp乳房炎モニタ

リングの実施について協議した。

２．初産牛の乳汁モニタリング

２０１１年４月から分娩した初産牛の乳汁中Mpモニタリ

ングを開始した。検査結果が出るまで該当牛は治療群に

入れ、陰性が確認された後に搾乳群に移動させた。Mp

の検出は樋口らの方法［２］で行い、必要に応じてマイコ

プラズマ・ボビス（Mb）の判別を実施した。Mbの検

出も同法に準じてマイコプラズマ・ボビスプライマー

（MycoAceボビス、日本特殊診断）を用いて行った。

３．継続的Mp乳房炎モニタリング

初産分娩牛、乳房炎罹患牛、バルク乳の検査を週１回

の頻度で実施した。

成 績

１．１回目のMb乳房炎発生

１）経過

２０１１年９月９日に、初産牛の乳汁モニタリング検査に

よって３頭にMb陽性が確認された（図１a）。そこで、

畜主に陽性牛を淘汰し、群間の個体移動を禁止するよう

指示した。同月１６日にバルク乳と全頭の乳検査を実施し、

また同月３０日および１０月７日にバルク乳と搾乳群以外の

乳汁検査を行い２３頭にMp陽性が確認された（図１b）。

陽性判定牛はただちに淘汰処分され、１０月７日までは閉

鎖された群内のみの感染に収まり、事態は終息すると思

われた。

しかし、１０月１４日にMpが陰性であった群から陽性牛

が確認され、同月２１日にはバルク乳も陽性反応を示した。

そこで、１０月２８日に再度全頭検査を実施したところ、Mp

陽性牛６頭が牛群全体に散在していた（図１c）。

２）Mp陽性牛が増加した原因調査

搾乳群全体に感染が拡大した原因の調査を実施した。

初発のMp陽性牛が所属していた群（Mp同居群）には、

牛乳出荷制限期間中の個体と出荷可能な個体が混在して

いた。この群は感染リスクが高いと考えられたため、当

初は搾乳を最後に行い、廃棄処理していた。しかし、陽

性牛の淘汰が進むにつれて、Mp同居群内の牛乳の出荷

可能頭数割合が増加したため、１０月上旬から搾乳順序が

変更されていた（図２）。

次に、１０月下旬にMp陽性を示した個体を調査すると、

１０月７日の検査時に分娩群にいた個体から感染が拡大し

ていることが明らかになった。すなわち、搾乳順序変更

後、分娩群はMp同居群の後に搾乳されており、搾乳作

業を介して感染が成立したと考えられた。分娩群の個体

は、毎週Mp検査を実施し、検査で陰性を確認後、搾乳

群に移動させていた（図３a）。しかし、分娩群から搾

乳群に移動して１～２週間後に陽転した個体が存在し、

図１ａ マイコプラズマ陽性牛の推移（１回目のMb乳
房炎の流行）
検査日：２０１１年９月９日 ●：陽性牛

Mp：マイコプラズマ Mb：マイコプラズマ・ボビス

図１ｂ マイコプラズマ陽性牛の推移（１回目のMb乳
房炎の流行）

検査日：２０１１年９月１６日、９月３０日、１０月７日 ●：陽性牛

図１ｃ マイコプラズマ陽性牛の推移（１回目のMb乳
房炎の流行）

検査日：２０１１年１０月１４日、１０月２１日、１０月２８日 ●：陽性牛
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その個体からさらに感染の拡大が進んだと判断された

（図３b、３c）。

ライナー内の残乳を介してMpの感染が拡大したと仮

定すると、当該農場では４０ポイントのロータリーパー

ラーが使用されているため、陽性牛が搾乳されてから４０

頭後の個体が感染する可能性がある。牛群全体に陽性牛

が散在したのは、４０頭毎に感染の機会があったためと推

察された。

３）Mp乳房炎の防除対策

問題点が明らかになったため、２０１１年１０月２８日の検査

以降は下記の対策を構築した。

� Mp陽性でも症状の軽い個体が増えてきたため、淘

汰せずに、Mb陽性群を作り、最後に搾乳することを

徹底させた。

� Mp群の検査を毎週実施し、陽性が続く個体は淘汰

した。

� ライナーを介した感染拡大を防ぐため、搾乳終了後

に高圧洗浄機でライナー洗浄（マニュアルバックフ

ラッシュ）を実施した。

その結果、陽性牛は散発したが１１月１８日の発生を最後

に終息した。しかし、わずか３カ月間に３７頭が淘汰され

た。終息後もマニュアルバックフラッシュを継続してい

たが、２０１２年２月からバックフラッシュシステムを導入

した（図４）。このシステムの効果を検証するため、バッ

クフラッシュ前にライナーゴム内のぬぐい液を培養した

ところ、多数の細菌のコロニーが確認されたが、バック

フラッシュ後は細菌がほとんど残っていなかった（図５）。

２．２回目のMb乳房炎発生

１）経過

２０１２年６月２９日のバルク乳検査でMb陽性が確認され、

７月４日に乳房炎の検体からMbを分離した。罹患牛は

５月２８日に分娩した初産牛であったが、分娩直後のモニ

タリング検査ではMp陰性であったため、搾乳群で飼養

されていた。しかし、６月中旬に第四胃変位を発症し、

施術後の一般状態が悪く、乳房炎も発症した。この初産

牛が２回目のMp乳房炎拡大の基因になった。

同年７月５日の治療群の全頭検査で、この１頭を含む

２頭で陽性を確認した（図６a）。さらに、７月１２日の

図２ Mp同居群の牛乳を出荷するための搾乳順序の変更
Mp同居群：マイコプラズマ乳房炎牛同居群

図３ｂ Mb乳房炎の牛群全体への拡大
検査日：２０１１年１０月１４日、１０月２８日 ●：陽性牛

図３ａ Mb乳房炎の牛群全体への拡大 図３ｃ Mb乳房炎の牛群全体への拡大
検査日：２０１１年１０月７日 ○：陰性牛 検査日：２０１１年１０月２８日 ●：陽性牛
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検査では２１頭がMp陽性と判定された（図６b）。

２）Mp陽性牛が増加した原因調査

わずか１週間で治療群に感染が拡大したことから、搾

乳手技に問題があるのではないかと考え、搾乳立会を実

施したところ、自動乳頭清拭装置（ティートクリーン：

オリオン社）の使用方法とメンテナンスに以下の問題点

が見つかった。なお、乳頭清拭装置はカップ中のブラシ

の回転によって乳頭の汚れを除去することを目的とした

装置である（図７）。

� カップは乳頭から取り外すと内筒に水が流れるが、

その都度の洗浄を怠り複数頭に連続使用していた。

� 乳頭清拭装置のブラシは２週間に１回交換しなけれ

ばならないが、１カ月間連日使用していた。

� 乳頭清拭装置２台のうちの１台に動作不具合があっ

た。

� 同装置内部のブラシ部分の綿棒ぬぐい液を培養した

ところ、著しい汚染が認められた（図８）。そして、

Mp陽性牛に使用した直後のブラシにもMpが確認さ

れた。

３）Mp乳房炎の防除対策

これらのことから、乳頭清拭装置を介して感染が拡大

したものと考え、乳頭清拭装置の使用方法を適正化する

指導を行った。また、治療群は最後に搾乳することを徹

底したところ、事態は沈静化した。しかし、その間に１３

頭が淘汰された。

３．初産分娩牛のMpモニタリング検査

２０１１年４月から２０１２年１０月までの初産牛でのMpモニ

タリング検査成績を表１に示す。検査頭数４３９頭のうち

の９頭が陽性（陽性率２％）を示した。また、乳房炎の

臨床症状を示していないがMp陽性と確認された個体を

３頭認めた。

図４ バックフラッシュシステムの概要
搾乳直後のライナーゴムに付着している乳汁を除去するた
め殺菌剤を添加した温湯を逆流させる。

図６ａ ２回目のMb乳房炎
検査日：２０１２年７月５日 ●：陽性牛

図６ｂ ２回目のMb乳房炎
検査日：２０１２年７月１２日 ●：陽性牛

図５ バックフラッシュ前後のライナーゴム内側の細菌
ライナーゴム内の綿棒ぬぐい液を血液寒天培地で培養した。
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考 察

今回、取り組んだ新規大規模フリーストール牛舎に発

生したMp乳房炎と拡大の原因は以下の４点と考えられ

る。

１．導入した初産牛からの伝搬

２．陽性牛の不完全な隔離（治療群に混在）

３．畜主および従業員の危機意識の低さ

４．作業効率優先の搾乳手順および搾乳手技

初産牛の分娩を契機に、牛群にMp性乳房炎は流行す

ることが多い［１、３］。通常、規模拡大時には、初妊牛の導

入頭数が多い上に、購入前の飼養方法も明確に把握でき

ない。そのため、導入牛からのMp乳房炎の侵入防止の

ためには、初産分娩後のMp乳汁モニタリング検査は有

効であると考えられる。本事例でも、モニタリング検査

で初発のMb陽性牛の摘発は成功した。しかし、検査待

ちの初産牛を治療群に入れて管理したため、陽性個体か

ら他の牛に感染が拡大した。治療群の個体は健康牛と比

べて免疫力が低下しており、その結果として容易に感染

が成立したとも考えられる。当該、フリーストール牛舎

にはMb陽性牛を隔離するスペースがなく、また隔離群

の管理が面倒という事情があったかもしれない。しかし

ながら、感染牛の隔離は最重要事項であり、妥協しては

ならないことが痛感させられた。今回、検査牛と陽性牛

の隔離を徹底し、搾乳作業を完全に区別するだけでも被

害は大幅に減少させることができたであろう。

一回目のMb乳房炎が発生した際には、陽性群から陰

性群への個体移動禁止を指示したにも関わらず、畜主お

表１ 初産牛乳汁のマイコプラズマのモニタリング検査

�. 検査年月日 経 歴 菌 種 乳房炎分房 処 置

１ ２０１１年４月２８日 自家産 OTH＊ 全分房 菌陰性 淘汰

２ ８月１９日 自家産 OTH BCD分房 SA＊＊ 淘汰

３ ９月２日 外部導入 OTH BD分房 OS＊＊＊ 淘汰

４ ９月９日 外部導入 M.bovis A分房 OS 淘汰

５ ９月９日 外部導入 M.bovis 臨床症状なし 淘汰

６ ９月９日 外部導入 M.bovis CD分房 OS 淘汰

７ ２０１２年２月２４日 外部導入 M.californicum 臨床症状なし 翌週、陰性化

８ ３月１６日 自家産 OTH 臨床症状なし 翌週、陰性化

９ ３月３０日 外部導入 OTH 全分房 淘汰

検査期間：２０１１年４月～２０１２年１０月
検査頭数：４３９頭
陽 性 率：２．０％（９頭）
＊OTH : M.bovis、M.californicum、M.bovigenitarium 以外のマイコプラズマ
＊＊：黄色ブドウ球菌 ＊＊＊：環境性連鎖球菌

図７ 自動乳頭清拭装置
内部のブラシが回転して、乳頭の汚れを除去する。

図８ 乳頭清拭装置内部の著しい汚染
乳頭清拭装置内部のブラシ部分の綿棒ぬぐい液を血液寒天
培地で培養した。一面に一般細菌のコロニーが観察された。
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よび従業員の危機意識が低く、陽性個体が移動されて被

害が拡大している。また、搾乳順序を変更したことも搾

乳群にMb乳房炎が発生した要因と思われる。大規模牧

場では作業に関わる人数が多く、情報伝達が不十分な

ケースもある。このような場合、作業従事者全員に問題

点を周知徹底できず、被害が拡大する可能性も考えられ

る。したがって、Mp乳房炎発生初期に注意を喚起する

ため、全従業員に対してミーティングなどを行うことも

必要と思われる。

また、陽性牛の摘発とともに搾乳作業、搾乳衛生など

の適正化対策も重要である。本事例では乳頭清拭機を使

用していたが、不適切な使用方法とメンテナンスのため

に被害を拡大している。搾乳機器の異常は、畜主からの

聞き取りのみでは見逃すことがあるので、実際に搾乳作

業を観察し、問題点を指摘することが大切である。

マニュアルバックフラッシュはライナーを介する感染

の防除に有効な手段ではあるが、朝夕２回の搾乳時にす

べての牛に対して実施するのは、かなりの労力である。

本事例では、１回目のMb乳房炎発生後にバックフラッ

シュシステムを導入したところ、一定の成果をあげるこ

とができた。このシステムは、Mp乳房炎だけでなく、

他の伝染性乳房炎の蔓延防止にも威力を発揮すると考え

られるため、新規に規模拡大や設備投資を計画している

酪農経営者に是非提案すべきであろう。

今回、初産分娩牛のMp乳房炎の感染率を調べるため

に、２０１１年４月～２０１２年１０月までの間、初産牛のMpモ

ニタリング検査を実施した。その結果、検査頭数４３９頭

中９頭が陽性（陽性率２％）を示した。陽性牛の中には

乳房炎の臨床症状を示していない個体や、他の乳房炎の

原因菌と混合感染している個体も存在していた。この結

果は、初妊牛の導入機会が多い大規模牧場では常にMp

乳房炎に対して危機感を高めておくべきであることを示

している。Mp乳房炎の被害の大きさを考慮すると、導

入牛に対しMp乳房炎の検疫システムを構築することは

とても重要である。

一方、２回目のMb乳房炎発生の事例では、モニタリ

ング検査で陰性であった初産牛が、その後の体調の悪化

でMb乳房炎を発症している。このことは、分娩後のモ

ニタリング検査だけではMp乳房炎を完全に排除できな

いことを示している。すべての感染症予防の基本ではあ

るが、適切な飼養管理を行って免疫力を落とさないこと、

また育成牛の呼吸器病予防にも傾注して、牛群全体のマ

イコプラズマ陽性率を低下させることも大切であろう。

伝染性の強いMp乳房炎は、一旦発生すると急速にま

ん延するため、酪農経営に対して大きな損失を与える。

しかし、搾乳衛生が適切な農場であれば被害は最小限で

あろう。今回の事例のように、陽性牛を早期摘発しても

搾乳作業上に問題点があれば終息に長期間を要する。単

に陽性牛を隔離・淘汰するだけではなく、畜主に理解と

協力を求め、搾乳作業を改善することは非常に重要であ

る。
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